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吉
田
喜
一

約
500
万
年
前
、
サ
ル
の
前
足
を
手
に
し

て
直
立
二
足
歩
行
に
な
り
人
類
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
そ
の
手
が
道
具
を
作
っ
て
、
そ

し
て
使
い
有
用
な
生
産
物
を
造
り
だ
し
ま

し
た
。
我
々
の
祖
先
の
新
人
（
ホ
モ
・
サ

ピ
エ
ン
ス
）
は
約
10
万
年
前
誕
生
し
、
ア

フ
リ
カ
を
発
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
考

古
学
の
書
物
に
よ
る
と
日
本
に
は
約
４
万

年
前
に
到
達
し
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
以
後

約
１
万
年
前
ま
で
日
本
の
旧
石
器
時
代
を

形
成
し
ま
し
た
。
南
千
住
の
ふ
る
さ
と
文

化
館
の
資
料
に
よ
る
と
，
荒
川
区
に
人
類

は
２
～
３
万
年
前
に
到
達
し
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

約
1
万
年
前
か
ら
日
本
は
縄
文
時
代
に

な
り
ま
す
。
西
日
暮
里
４
丁
目
の
道
灌
山

遺
跡
は
7000
年
前
と
の
こ
と
で
す
。
西
日
暮

里
３
丁
目
の
夕
焼
け
だ
ん
だ
ん
の
そ
ば
か

ら
4000
年
前
の
延
命
院
貝
塚
が
発
掘
さ
れ
て

い
ま
す
。
2700
年
前
か
ら
弥
生
時
代
に
な
り

ま
す
が
、
そ
の
遺
跡
も
道
灌
山
か
ら
発
掘

さ
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
時
代
の
遺
跡
も
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。
荒
川
区
は
数
万
年
前

の
旧
石
器
時
代
か
ら
の
歴
史
を
持
っ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
，
原
子
力
発
電
所
の
使
用
済

み
核
燃
料
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
半
減
期
は

２
万
4000
年
で
す
。
放
射
能
が
半
分
に
減
る

の
に
荒
川
区
の
歴
史
と
同
じ
く
ら
い
の
時

間
が
か
か
る
わ
け
で
す
。
半
分
の
半
分

（
つ
ま
り
四
分
の
一
）
に
減
る
た
め
に
は

約
５
万
年
か
か
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
危

険
極
ま
り
な
い
放
射
能
が
四
分
の
一
に
減

る
の
に
旧
石
器
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
途

方
も
な
い
時
間
が
か
か
る
わ
け
で
す
。
原

発
は
人
類
を
含
め
て
生
物
と
共
存
で
き
ず
、

倫
理
的
に
許
さ
れ
な
い
技
術
で
す
。

い
ま
反
原
発
の
官
邸
前
行
動
が
毎
週
金

曜
日
の
夜
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

最
初

数
百
人
規
模
で
し
た
が
、
今
は
数
万
人
、

十
数
万
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。
50
万
人
、

100
万
人
に
な
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
．
官
邸
前
だ
け
で
な
く
全
国
各
地
で
連

帯
の
行
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
．
巨

大
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
ほ
と
ん
ど
無
視
を
し

て
い
ま
す
が
、
東
京
新
聞
は
き
ち
ん
と
報

道
し
て
く
れ
て
、
た
い
へ
ん
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
す
。
今
こ
そ
原
発
ゼ
ロ
，
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
の
運
動
を
強
め
る
時
だ

と
思
い
ま
す
。
我
々
の
運
動
が
人
類
の
新

し
い
技
術
史
を
切
り
拓
き
ま
す
。

荒
川
区
の
歴
史
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

吉田喜一
教授の
ものつくり
工学便り

こ
ん
に
ち
は
。
南
千
住
５
丁
目
・
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ

４
代
目
で
す
。
は
じ
め
に
、
本
年
７
・
８
月
に
実
施
し

ま
し
た
、
節
電
対
策
「
エ
コ
営
業
（
＝
一
部
の
曜
日
に

つ
い
て
、
朝
晩
の
営
業
時
間
を
拡
大
し
、
代
わ
り
に
暑

さ
が
厳
し
く
、
エ
ア
コ
ン
の
負
荷
が
増
え
る
午
後
の
時

間
帯
の
営
業
を
休
止
致
し
ま
し
た
。
）
」

に
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お

か
げ
さ
ま
で
、
昨
年
よ
り
も
月
間
の

伝
票
当
た
り
で
６
％
、
使
用
日
数
の

違
い
を
考
慮
し
割
り
算
で
求
め
た
１

日
当
た
り
使
用
量
で
は
15
％
も
の
節

電
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
下
図
参
照
）

こ
の
９
月
か
ら
、
私
達
の
住
む
東
京
電
力
管
内
で
は

電
気
料
金
の
値
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
夫
婦
＋
子

供
二
人
、
50
ア
ン
ペ
ア
契
約
の
モ
デ
ル
家
庭
で
、
年
間

で
１
万
円
超
の
負
担
増
と
言
わ
れ
て
お
り
、
頭
の
痛
い

と
こ
ろ
で
す
。
当
店
で
も
、
最
初
に
触
れ
た
「
エ
コ
営

業
」
の
他
、
照
明
の
省
エ
ネ
LED
電
球
へ
の
交
換
や
、
間

引
き
点
灯
な
ど
節
電
に
取
り
組
み
、
更
に
契
約
ア
ン
ペ

ア
を
一
段
階
落
と
す
な
ど
、
値
上
げ
に
備
え
て
き
ま
し

た
。
皆
さ
ま
の
お
宅
で
も
、
節
電
に
苦
心
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
料
金
値
上
げ
は
、
東
電
管
内
の
原
発
が
全
て

停
止
し
た
こ
と
に
よ
り
、
火
力
発
電
へ
の
依
存
が
強
ま

り
、
そ
の
燃
料
費
な
ど
が
増
大
し
た
た
め
と
説
明
さ
れ

て
い
ま
す
。
柏
崎
刈
羽
原
発
が
来
年
度
以
降
再
稼
働
で

き
な
い
場
合
は
、
更
な
る
値
上
げ
も
あ
り
得
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
政
府
は
、
今
の
と
こ
ろ
は
具

体
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
見
い
だ
せ
て
お
ら
ず
、
2030

年
代
に
原
発
ゼ
ロ
の
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
戦
略
だ
け
を

先
頃
発
表
し
ま
し
た
が
、
経
済
界
・
産
業
界
こ
ぞ
っ
て

猛
反
対
を
唱
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
福
島
原
発
事
故
の
十
分
な
検
証
が
行
わ
れ
、

既
存
の
原
発
に
安
全
対
策
の
向
上
や
危
機
管
理
体
制
が

整
っ
た
時
点
で
、
福
島
以
外
の
原
発
を
一
定
期
間
再

稼
働
す
る
の
は
（
現
実
的
に
）
や
む
を
得
な
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
ど
こ
ぞ
の
経
済
団
体
や
一
部
の
マ

ス
コ
ミ
の
よ
う
に
、
何
が
何
で
も
原
発
ゼ
ロ
は
反
対
！

と
声
高
に
主
張
す
る
の
は
と
ん
で
も
な
い
愚
行
で
す
。

ふ
る
さ
と
を
追
わ
れ
、
解
決
策
の
見
え
な
い
福
島
の
悲

劇
を
忘
れ
、
行
き
場
の
な
い
放
射
性
廃
棄
物
の
問
題
を

無
視
す
る
つ
も
り
な
の
で
し
ょ
う
か
？

昔
、
パ
ス
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
ま
で
言
わ
れ
た
ア

メ
リ
カ
の
自
動
車
排
ガ
ス
規
制
法
が
施
行
さ
れ
る
に
当

た
っ
て
、
日
本
の
あ
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
研
究
に
研

究
を
重
ね
、
世
界
で
最
初
に
ク
リ
ア
し
た
エ
ン
ジ
ン
を

開
発
し
ま
し
た
。
「
原
発
ゼ
ロ
な
ん
て
、
絶
対
不
可
能

だ
！
」
と
決
め
つ
け
ず
に
、
高
い
壁
に
果
敢
に
挑
む
こ

と
で
、
更
な
る
省
エ
ネ
の
技
術
や
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

研
究
開
発
と
普
及
が
促
進
さ
れ
、
陰
り

の
見
え
る
「
技
術
立
国
ニ
ッ
ポ
ン
」
の

地
位
を
、
結
果
と
し
て
再
び
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
と
思
う
の
で
す
。
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★
休
業
日
の
ご
あ
ん
な
い
★

（
※
不
定
休
で
す
）

９
月
…
25
（
火
）

10
月
…
10
（
水
）
・
16
（
火
）
・
22
（
月
）
・
30

（
火
）

★
営
業
時
間
の
ご
あ
ん
な
い
★

月
～
金
…
AM
９
時
30
分
～
PM
７
時

土
・
日
・
祝
日
…
AM
10
時
30
分
～
PM
６
時

電
気
に
つ
い
て
、

最
近
私
が
思
う
こ
と

メガネの
祐一郎君の
アドバイス


